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日
々
の
お
仕
事
お
疲
れ
様
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
影
響
に
よ
り
、
日
々
店
頭
で
ご
苦

労
さ
れ
な
が
ら
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
、
組
合
員
と
従
業
員
の
皆
様
に

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３
回
（
通
算
１
３
回
）
マ
ツ
キ

ヨ
コ
コ
カ
ラ
＆
カ
ン
パ
ニ
ー
労
働
組

合
連
合
会
加
盟
組
合
（
Ｍ
Ｃ
＆
Ｃ
労

連
）
会
議
を
１
２
月
２
２
日
（
木
）

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

各
組
合
と
も
冬
期
一
時
金
交
渉
が

終
了
し
、
２
０
２
３
労
働
条
件
闘
争

の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
末
年
始
の
職
場
の
安
全

衛
生
に
留
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

執
行
部
活
動
の
充
実
と

執
行
委
員
教
育
の
実
施

年
末
・
年
始
の
安
全
衛
生
か
ら

２
０
２
３
労
働
条
件
闘
争
ま
で

労連役職 労働組合役職 氏名

1 会長 マツモトキヨシ労働組合 中央執行委員長 砂川 佳信

2 副会長 ココカラファインユニオン 中央執行委員長 大石 尚之

3 副会長 ぱぱすユニオン 執行委員長 岡 俊之

4 副会長 ＭＫ甲信越ユニオン 中央執行委員長 大竹 充

5 副会長 ＭＫ中四国Ｇユニオン 中央執行委員長 坂田 浩二

6 副会長 ＭＫ九州ユニオン 中央執行委員長 山口 貴生

7 事務局長 マツモトキヨシ労働組合 顧問 遠藤 実

8 中央執行委員 マツモトキヨシ労働組合 中央執行書記長 倉持 有介

9 中央執行委員 ココカラファインユニオン 中央執行書記長 大島 幸子

10 中央執行委員 ＭＫ東日本ユニオン 中央執行書記長 渡辺 竹一

11 中央執行委員 ＭＫ中四国Ｇユニオン 中央執行書記長 川相 知子

12 中央執行委員 愛安住ユニオン 中央執行書記長 杉本 香織

13 中央執行委員 マツモトキヨシ労働組合 中央執行副委員長 林 悦子

14 中央執行委員 ココカラファインユニオン 中央執行副委員長 勅使河原 岳

15 中央執行委員 ＭＫ甲信越ユニオン 中央執行副委員長 高橋 智

16 中央執行委員 ＭＫ九州ユニオン 中央執行副委員長 江上 勲

17 中央執行委員 愛安住ユニオン 中央執行副委員長 上田 一郎

18 オブザーバー マツモトキヨシ労働組合 中央執行副委員長 平野 優矢

労
連
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
会
長
挨
拶

■
世
の
中
の
動
向
に
つ
い
て

➀
新
潟
を
は
じ
め
と
す
る
記
録
的
大

雪
、
安
全
第
一
の
営
業
活
動
、
被

災
状
況
を
会
社
と
共
有
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
昨
日

全
国
１
８
９
，
９
８
３
人
、
第
７

波
同
様
２
０
万
人
超
え
も
。
年
末

年
始
の
行
動
制
限
な
し
、
人
流
増

加
で
感
染
拡
大
が
想
定
さ
れ
る
。

引
き
続
き
感
染
対
策
（
自
身
・
家

族
・
店
舗
ス
タ
ッ
フ
）
に
留
意
。

③
年
末
年
始
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
事
件
・
事
故
多
く
な
る
。
コ

ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
ワ
ン

オ
ペ
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、
特
に

閉
店
後
退
店
時
は
複
数
で
の
退
店

ル
ー
ル
は
守
る
。

④
防
犯
に
対
す
る
組
合
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
し
啓
発
し
て
く
だ
さ
い
。

■
単
組
活
動
に
つ
い
て

⑤
グ
ル
ー
プ
単
組
の
定
期
大
会
が
１

１
月
２
８
日
の
中
四
国
Ｇ
で
一
応

終
了
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

⑥
２
０
２
２
冬
季
一
時
金
交
渉
も
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
１
１
月
１
４

日
の
第
２
四
半
期
決
算
発
表
を
受

け
て
か
ら
の
妥
結
交
渉
、
概
ね
業

績
を
反
映
し
た
良
い
結
果
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
（
Ｍ
Ｋ
除
く

…

）
交
渉
の
な
か
で
、
下
半
期
の

代
表
挨
拶

見
通
し
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
増
加
に

よ
り
更
な
る
コ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
求
め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
感
染
や
濃
厚
接
触
者

が
増
え
、
店
舗
人
員
が
少
な
い
状

況
で
の
年
末
商
戦
、
健
康
に
留
意

し
乗
り
切
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
労
使
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

⑦
中
途
入
社
研
修
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中
に
労
働
組
合
の
時
間
を
い
た
だ

い
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
集
合

研
修
が
で
き
な
い
の
で
、
動
画
に

て
組
合
説
明
を
実
施
し
て
い
た
。

来
年
１
月
か
ら
は
、
会
社
か
ら
の

依
頼
も
あ
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
て
説

明
会
を
実
施
。
マ
ツ
キ
ヨ
グ
ル
ー

プ
と
コ
コ
カ
ラ
グ
ル
ー
プ
合
同
で

の
開
催
と
な
る
。
な
の
で
、
マ
ツ

キ
ヨ
労
組
と
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

ユ
ニ
オ
ン
で
対
応
す
る
。
グ
ル
ー

プ
単
組
で
参
加
し
た
い
方
は
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

■
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
活
動
に
つ
い
て

⑧
２
０
２
３
総
合
労
働
条
件
闘
争
ス

タ
ー
ト
。
物
価
高
騰
、
実
質
賃
金

の
低
下
か
ら
例
年
よ
り
は
高
め
の

要
求
と
な
る
の
で
、
特
に
賃
上
げ

に
つ
い
て
は
近
年
に
な
い
要
求
基

準
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
、
会

社
か
ら
賃
金
デ
ー
タ
を
頂
き
、
要

求
の
組
み
立
て
を
す
る
が
、
自
単

組
に
合
わ
せ
た
要
求
と
す
る
。

◆
各
種
要
請
事
項

➀
賃
上
げ
の
実
現
に
向
け
た
環
境
整

備
を
政
府
に
要
請
す
る
た
め
の
署

名

②
家
庭
に
眠
る
小
さ
な
お
宝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

③
日
本
人
拉
致
被
害
者
家
族
支
援

④
統
一
地
方
選
挙
に
向
け
た
各
所
属

都
道
府
県
支
部
か
ら
の
要
請
は
積

極
的
に
取
り
組
む
（
特
に
一
般
中

執
）
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
事
業
所
オ

ル
グ
、
推
薦
ハ
ガ
キ
な
ど
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オンラインで１８名が参加しました
議
事
録
よ
り
抜
粋

２
０
２
２
年
１
２
月
２
２
日(

木)

１
０
：
０
０
～
１
２
：
０
０

１
．
出
席
の
確
認

７
単
組
１
８
名

２
．
代
表
挨
拶

砂
川
会
長
挨
拶

３
．
報
告
事
項

⑴
冬
季
賞
与
交
渉
に
つ
い
て

・
各
単
組
よ
り
交
渉
の
振
り
返
り

⑵
来
春
の
機
関
会
議
予
定

４
．
協
議
・
提
案
事
項

⑴
Ｍ
Ｃ
Ｃ
ア
ソ
シ
エ
へ
の
対
応

⑵
自
然
災
害
へ
の
対
応

⑶
２
０
２
３
労
働
条
件
闘
争

・
加
盟
組
合
共
通
確
認
事
項

➀
事
前
の
労
使
事
務
局
協
議
重
要

②
単
組
の
必
要
な
要
求
水
準
検
討

③
短
時
間
組
合
員
・
正
社
員
要
求

④
組
合
員
の
生
活
に
沿
っ
た
声
を

⑤
年
間
休
日
・
有
給
休
暇
取
得
案

⑷
上
部
団
体
活
動

➀
家
庭
に
眠
る
小
さ
な
お
宝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
実
施

②
日
本
人
拉
致
被
害
者
署
名

⑸
労
連
諸
活
動

➀
１
月
１
６
日
国
会
視
察

②
１
月
１
７
日
実
務
担
当
者
会
議

③
２
月
２
日
男
女
共
同
＆
ヤ
ン
グ

リ
ー
ブ
ス
企
画

５
．
事
務
局
よ
り

➀
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

②
定
期
大
会
の
実
施
方
法

６
．
次
回
日
程

⑴
１
月
１
６
日(

月)

国
会
議
事
堂

及
び
参
議
院
議
員
会
館
に
て
開
催

⑵
１
月
１
７
日(

火)

第
１
回
実
務

担
当
者(

書
記
長)

会
議
予
定

会
議
内
容

（２）

２
０
２
２
年
度
冬
期
賞
与
交
渉
日
程

マツモトキヨシ労働組合 (提出)１０月２４日 (交渉)１１月１０日・１１月１６日 (妥結)１１月２４日

ＭＫ東日本ユニオン (提出)１１月１４日 (交渉)１１月１４日・１１月２９日 (妥結)１１月２９日

ぱぱすユニオン (提出)１１月８日 (交渉)１１月２２日 (妥結)１１月２９日

ＭＫ甲信越ユニオン (提出)１０月２６日 (妥結)１１月２４日

ＭＫ中四国グループユニオン (提出)１０月１４日 (妥結)１１月２１日

ＭＫ九州ユニオン (提出)１０月２６日 (交渉)１１月３日・１１日 (妥結)１１月３０日

ココカラファインユニオン
(提出)ＨＣ／１０月２７日 ＦＲ／１０月２５日 ＣＦＩＺ／１０月２８日
(交渉)ＣＦ：ＦＲ：ＣＦＩＺ／１月７日・１１月１４日・１１月１７日 (妥結)ＣＦ：ＦＲ：ＣＦＩＺ／１１月２４日

岩崎ユニオン (提出)１０月２４日 (交渉)１１月１０日・１１月１６日 (妥結)１１月２４日

愛安住ユニオン (提出)１０月２４日 (交渉)１１月１０日・１１月１６日 (妥結)１１月２４日

新潟・北陸記録的豪雪情報より

マツキヨココカラ＆カンパニー
労働組合連合会 田中誠顧問弁護士

Ｍ
Ｃ
＆
Ｃ
労
連
第
２
回
定
期
中

央
大
会
に
お
い
て
、
田
中
弁
護
士

か
ら
「
労
働
組
合
に
と
っ
て
憲
法

の
よ
う
な
〝
組
合
規
約
〟
に
法
っ

て
民
主
的
に
組
合
運
営
が
な
さ
れ

る
こ
と
」
と
「
組
合
規
約
・
労
働

協
約
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
活
動
を

す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
定
期
大
会

実
施
に
お
い
て
〝
組
合
規
約
〟
に

沿
っ
た
運
営
を
し
て
い
き
ま
す
。

防災・非常用持ち出し品など

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
遵
守

上
部
団
体
で
あ
る
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
で
は
、
社
会
参
画
活
動
で
「
日

本
人
拉
致
被
害
者
全
員
の
一
刻
も

早
い
救
出
を
求
め
る
請
願
署
名
」

「
家
庭
に
眠
る
小
さ
な
お
宝
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｃ
＆
Ｃ
労
連
で
は
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
各
単
組
で
実
施
し
ま
す
。

執
行
委
員
教
育
と
し
て
、
第
２

０
回
統
一
地
方
選
挙
で
の
「
公
民

権
行
使
」
の
確
認
と
し
て
、
１
月

国
会
視
察
や
２
月
の
男
女
共
同
参

画
＆
ヤ
ン
グ
リ
ー
ブ
ス
企
画
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

世
の
中
に
関
わ
る
こ
と

ＵＡゼンセンでは署名を政府に直接手渡ししています

自然災害に備えましょう 年末の安全衛生について単組活動報告

２
０
２
３
年
度
労
働
条
件
闘
争

冬
期
一
時
金
交
渉
が
終
了
し
、

既
に
２
０
２
３
年
度
労
働
条
件
闘

争
に
向
け
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。光

熱
費
・
物
価
高
騰
な
ど
生
活

向
上
を
実
感
で
き
る
実
質
賃
金
の

引
き
上
げ
は
、
私
た
ち
組
合
員
の

生
活
を
守
る
た
め
に
は
必
須
で
す
。

団
体
交
渉
で
は
、
短
時
間
組
員

の
賃
金
引
上
げ
を
重
要
課
題
と
し
、

労
使
事
務
局
会
な
ど
密
に
し
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

一時金交渉報告

ﾏﾂｷﾖｺｺｶﾗ&ｶﾝﾊﾟﾆｰ労働組合連合会加盟組合は行動規範を遵守します
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